
2022 年 5 月からを振り返って 人工関節センター活動報告 

人工関節センター 本山 満 

 
皆様こんにちは。人工関節センター長の本山です。 

 

2022 年 5 月からスタートしました人工関節センターは、皆様のおかげで順調に進

んできております。手術件数としましては、この 2 年間で膝関節が 360 件以上、股関

節が 40 件以上の人工関節手術を無事に行うことができました。 

 

当人工関節センターの特徴は、もちろんコンピューターナビゲーションやロボットを活

用しての最先端手術（このような手術は computer assisted surgery, CAS と言

われています）ですが、他にも理学療法士や薬剤部と協力しての医学研究を進めている

ことも大きな特徴と思っております。その成果として、年に 1 度開催されている広島県

農村医学会で第 45 回の優秀演題賞を理学療法士の木保さんが、第 46 回の優秀演題

賞を私が受賞することができました。さらに理学療法士の林さんは、雑誌理学療法に論

文を投稿し 2023 年 6 月号に掲載されることになりました。私個人としましては、まだ

日本に10数人しかいない、ストライカー社のロボット手術の指導医に認定され、2023

年度は北海道整形外科記念病院と京都舞鶴日赤病院からの手術見学者を受け入れる

機会がありました。また医学英語論文として Clinical Biomechanics に私の研究の

一部をまとめた論文がアクセプトされ、国際的なアピールも少しはできたのではないか

と思っております。 

我々のこのような活動が、県北の人口減少地域にあって、建物も少し？古くなった病

院ではあっても、想いを持って頑張ればまだまだ希望はあるという後進へのメッセージ

になって欲しいと願っております。 

 

最後に、先日、夜間に急患で来院された安芸高田市在住の95歳の患者様が、診察後

に整形外科外来の前の待合室で待っている時に、この広報紙を見て「人工関節センター、

ロボット手術、吉田病院に、素晴らしい、素晴らしい」と独り言をしみじみと言っておら

れたのをたまたま聞いて「よしっ、まだまだ頑張るぞ！」と元気と勇気を頂いたことを

お伝えして終わりたいと思います。 

 

今後ともより質の高い医療を提供できるよう人工関節センタースタッフ一同、力を合

わせ研鑽して参ります。膝や股関節の痛みなどでお悩みの方はご相談ください。当人工

関節センターへのご支援の程何卒よろしくお願い致します。 
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2023~2024 人工関節センター活動報告

• 第45回 広島県農村医学会優秀演題賞
（PT木保さん） 2023.2月

• 雑誌理学療法に論文投稿, 掲載
（PT林さん） 2023.6月

• ロボット手術見学者来訪
北海道整形外科記念病院 鈴木副理事長
京都舞鶴日赤病院 片山院長

2023.9月

• 第46回 広島県農村医学会優秀演題賞
（本山） 2024.2月


